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★ 農村計画研究と実践のルーツ

１）江戸時代の新田集落に生まれる。東京都青梅市新町。

江戸初期の新田開発者 吉野織部之助による新田開発。

江戸道両側33屋敷平均2町歩を区画

畑作新田村造成の先駆



江戸時代の集落計画／武蔵野の新田集落／三富集落

居住地

屋敷林・森

農地

平地林・里
山

都市

都市の森・里山

農村

里山・奥山



★ 農村計画研究と実践のルーツ

２）建築計画学（技術学）を学ぶ

九州大学青木正雄 「客観的法則性の意識的適用」

計画対象を客観的・科学的に認識し、

「法則性」を見いだし、適用・応用する。

３）生活科学と計画理念・哲学・愛を学ぶ

東京工業大学青木志郎

農民のため、生活を総合的にみる・科学する

三位一体の計画、点・線・面の計画、参加の計画



★ 受賞業績の概要

①地域資源を活用した地域住民の農村計画の主体構築の

実践的手法への革新

景観等の地域資源を活用し、エコロジカルで多元的な農村計画手法

山形県飯豊町、福島県飯舘村、神奈川県旧藤野町篠原地区等での

行政、地域住民協働でのエコロジカルな地域づくりの主体の構築の実践的研究

②建築・農・自然環境の融合、

「パーマカルチャー」概念導入、エコロジカルデザイン手法

建築・農・自然環境の融合した空間デザイン手法の革新

農をベースとした持続可能な生活空間の構築デザイン論「パーマカルチャー」導入

草の根運動の推進、日本の農的文化性、

        伝統性と調和した農村・都市計画の理念と手法への革新的な研究



★ 業績の概要

③「エコビレッジ」の導入とよる

エコロジカルな農村コミュニティ計画への革新

1990年代より「エコビレッジ」概念を日本に導入し、その普及と日本的応用

農村集落コミュニティ・空間のエコロジカルな再生デザイン論、手法の提示

④災害・不安定社会におけるレジリアンス的な

農村計画理論への革新

地球温暖化、人口減少、大震災、原発・放射能災害等の多元的な課題の厳しい時代

上記の①～③計画理念、手法を生かし、

かつ、価値転換、脱経済成長、ローカリゼーション、レジリエンス等の概念導入

大震災被災地への支援的研究、政策提案

移住・定住・還住のデザイン等の概念による

長期的な時間軸を組み込んだ農村計画理論の革新的研究





• 1993年



山形県飯豊町

散居風景の保全と住民参加による土地利用計画

1980年代後半～





図３ 東部地区で土地利用の生態系的分析／東部地区土地利用計画書より



飯豊町土地利用
計画図



山形県飯豊町での森林バイオマスエネルギーの

地産地消戦略

モデルエコ住宅

雪室 冷房室

ペレット生産とペレットストーブ、ボイラー



作：浦上健司
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飯豊町中津川地区住民の出資によるペレット生産会社の工場



地区別計画評価発表会
地区別評価のﾜｰｸショップ

偉大な田舎人づくり（クオリティライフ顕彰） 1990年代

２０の集落（行政区）単位での地区別計画と行動

１０年間で各地区へ１０００万円の村から活動費助成

までい（真手、じっくりゆっくりの意味の東北弁）なむらづくり

新エネルギープランと木質エネルギー（チップボイラー）活用

★飯舘村の集落住民と行政の協働による村づくりの歴史

住民と行政の協働によるエコロジカルで、手づくりの村づくり



総
合
計
画
書
に
掲
載
さ
れ
た
地
区
別
計
画
の
例



村民のコミュニティビジネス

産直と炭の販売所建設

福島県飯舘村

子供達の創作太鼓



分散型再生可能エネルギーの地産地消

福島県内で最初に導入した
デンマーク製の
木質チップボイラー

・震災の石油不足で活躍！
子ども向け自然エネルギー
教室にも注力！

エコライフ学習センター
役場の太陽光発電

伝統的な自然ｴﾈﾙｷﾞｰ



までいな暮らし普及センターの概観（２０１０／５）





★パーマカルチャー（PERMACULTURE）

永続性を意味するパーマネントと、農業を意味するアグリカル
チャー、

文化を意味するカルチァーの合成語

自然のシステムを生かし、農の魅力を暮らしの中に永続的に取
り入れる

食べられる有用な自然の森を暮らしの中に自ら作ること

ＤＩＹでの持続的な暮らしづくり

地域資源の発見、伝統の生活文化の発見と継承、

適正技術の開発と応用

多様なその地の情報を集めデザインする

新しい知恵技術・過去の知恵技能・みえる情報・みえない情報



生態系・エコシステムの構成要素

生産者として
の

植物

消費者として
の動物

分解者として
の微生物

太陽の光

土・水



ギャップダイナミックスと多層なランドスケープデザイン

多層に自然と人間の共存のランドスケープ → エコビレッジ

エコビレッジ



竣工時 2002年

現在 2008年

日大・藤沢キャンパス・エコビレッジのチャレンジ

生物環境科学研究センター
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日大ＣＮＥＳ敷地内でのアトムハウスプロジェクト／

ストローベイルとラムドアース建築



★相模原市藤野町篠原地区での

エコロジカルな地域づくりへの

支援活動
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集落ＮＰＯでの篠原の里 自然体験交流

廃校活用による自然と農を介した都市農村交流活動



農村
地域社会・住民
地域コミュニティ、
集落自治

福祉、教育、環境維持、
産業

行政
藤野町

都市住民
交流・移住・
定住、

行政
藤野町
↓合併
相模原市
旧藤野町

芸術のまちづくり

行政
藤野町

行政サービス

地域の独自の自治
的地域づくり

日本大学生物環境工
学科 建築・地域共生
デザイン研究室 パーマカルチャーセン

タージャパンの設置

遠くなっ
た行政

廃校活用によ
る集落ＮＰＯで
の自立運営

トランジション
藤野

藤野電力

シュタイナー
学校

ＮＰＯ法人
篠原の里

里山長屋
ミニ
エコビレッジ

新しい公共の
ネットワーク

旧藤野町における住民
組織活動経緯と
大学の役割









★エコビレッジ

･３つのエコロジー（自然・社会経済・精神）が

身近にそろっている集住の場

・自給性、自立性、自律性

・＜共＞の暮らし

・人間的に暮らすための基本的な要求を満す

・新しい労働の形態をつくる
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デンマークのエコビレッジ／ツーラップ







エコビレッジ国際会議東京の開催



★日本のエコビレッジ（化）の展開方向
日本的な歴史・文化・空間・社会資産の継承・蘇生・再生・新生

日本的風土の特異性を生かした、エコロジカル・ハビテーション

●農村：13.5万の集落コミュニティと里地里山(世界遺産的価値)
過疎化、高齢化、農林業離れ、農林地の荒廃化、景観破壊

→ エコビレッジ的再生＝エコビレッジ化
都市住民との協働による エコビレッジ・リノベーション

●都市：下町コミュニティ文化の脆弱化と再生
都市近郊に残る農林空間(農地、屋敷林、平地林、里山)の再生
→アーバンエコビレッジへの取り込み
団地の高齢化、近代住宅団地の画一的空間コミュニティの破綻
→団地の建て替えとエコビレッジ再生
→コーポラティブ、コレクティブハウスのエコビレッジ的拡張

エコロジカル・ネーバーフッドへの展開



里山エコビレッジ
・里山の特徴を活かした自給自足のエコビ
レッジ

・新しい自然共生型暮らしの体感の場

・エコロジカルエデュケーションの場づくり

・新しいコモンズの形成

・奥山－里山－里の循環系の新構築

環境・食糧・エネルギー・コミュニティ





エコビレッジのイメージ

里
山
エ
コ
ラ
イ
フ
学
習
・
体
験
型
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ

作成：糸長浩司、本田智子



神奈川県丹沢大山総合調査における地域再生調査チーム



2011年5月６日
文科省

セシウム１３４＋１３７
３００kBq/m2～６０kBq/m2











★帰還と回復

帰還は、元居た場所に還ることである。
元の状態に還ることは回復。
帰還は場所へのこだわり
回復は状態へのこだわり
原発事故被害地域の復興再生の主要なテーマは、
帰還ではなく、回復。
人の回復、家族の回復、コミュニティの回復を

第一に考えたい。

帰還優先ではなく、

村民の生活・＜共＞(コモン)の回復・再生を優先する



不安定期の脱成長社会での

移住・還住のデザイン

２居住１００年構想





大震災復興と二重コミュニティを考える

・農村コミュニティの脆弱化
→ 場の衰退、環境・景観の衰退

・主体（担い手）の再構築
→ 交流、相互移住

二地域居住・交流のすすめ
（二重コミュニティ）

・被災者の移住先での
二重・複合コミュニティの構築
二重住民票

不安定な大地と付きあうために、
第二の故郷をみんな持つことの安心感

・コミュニティの自律、自立性（行政の枠を超えて）
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